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　　文字を並び替えて単語を２つ作りましょう。

　
　
　「人生会議しとこう」「人生会議しとこう」

　 家 族に気を 使い、本 音を言えない
人 は少 なくありま せん。ACP は“ 本
当はどうしたいか”を安心して話せる
場です。対 話を 通じて家 族 の 負 担も
軽減できます。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３ ［
直
通
］

出
前
講
座
を
紹
介
し
ま
す

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

　
「
最
近
、物
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
い

つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
」

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
ど
う
過
ご
そ
う

か
な
」
な
ど
の
悩
み
は
な
い
で
す
か
。

　
長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ

ロ
ン
な
ど
、
地
域
の
集
ま
り
に
出
向

き
、
介
護
予
防
や
認
知
症
な
ど
に
つ

い
て
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。
正
し
く
知
る
こ
と
で
、
本
人

も
家
族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
見
守
る
ヒ
ン
ト
が

学
べ
ま
す
。

②
介
護
予
防
・
運
動
栄
養
教
室
（
一
体
的
事
業
）

　
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
や
転
倒
予
防
の
コ
ツ
な
ど
を
理
学
療
法
士
が
講

話
し
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
、
高
齢
期
に
必
要
な
食
事
に
つ
い
て
栄
養

士
が
講
話
し
ま
す
。

③
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
今
の
想
い
を
大
切
な
人

と
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

【
対
象
】　　
　
地
域
住
民
（
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
団
体
）

【
場
所
】　　
　
各
自
治
体
公
民
館
等

【
開
催
時
間
】  

１
講
座　
60
分
程
度

【
費
用
】　　
　
無
料

【
申
込
み
】　　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

①	 ばいばくす（どちらも乗り物です）
②	 んぴにあじのん（楽器と野菜です）
③	 ずかんんみぼ（衣服と果物です）
④	 べめくねにがち（身に着けるものと化粧品です）
⑤	 うんきぞほきう（どちらも掃除道具です）

①ばいく・ばす　②ぴあの・にんじん　③ずぼん・みかん　
④めがね・くちべに　⑤ぞうきん・ほうき【答え】

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
実
施
し
ま
す

　
消
防
法
第
８
条
第
１
項
で
規
定
す

る
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

〇
講
習
日
時

　
７
月
30
日（
木
）・
31
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
講
習
場
所

　
中
央
公
民
館
鶴
見
分
館
３
階　
講
習
室
４

　
阿
久
根
市
鶴
見
町
１
６
６
番
地

〇
募
集
人
員　
30
人

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

〇
受
講
申
込
受
付
期
間

　
６
月
22
日（
月
）
～
７
月
10
日（
金
）

〇
受
講
料

　
３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〇
対
象
者

　
阿
久
根
市
内
ま
た
は
長
島
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
、事
業
所
な

ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た


